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論点⑤-1 技術基盤整備の本質

普及拡大の最大のボトルネックは「品質保証への不安」

• ユーザーが最も懸念する点
- 再現性・信頼性・責任分界

• AMは従来工法と異なる特性
- 一律規格が難しい
- しかし「品質保証なし」では普及しない

品質保証はAM普及の最優先課題
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論点⑤-2 品質保証の進め方

品質保証は「分野横断整理」より「即時着手」が重要
• 既に先行企業では

- 自社内ルール・基準を整備 ★
• まずやるべきこと

- 品質保証に特化した規格策定
- オープンな形でのルール共有 ★

• 留意点
- 論点を広げ過ぎない
- 1年以内の完成を目指す ★

リソース集中が成功の条件

あくまでも参考。既存の保有ルールを基に現実的
かつ短いスパンで形にするイメージ
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論点①×⑤ 横断的整理

AMの価値創出と品質保証は不可分

• 価値を理解していても
- 品質保証がなければ意思決定できない

• 品質保証を整備することで
- ビジネスモデルが成立
- 投資判断が容易に

★ 先行企業の品質保証ルールを
「国の資産」として形式知化する支援が有効
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まとめ

・AMが普及しないのは技術が未成熟だから？⇨技術よりも「品質保証」「経営判断材
料」の不足が大きい
・なぜ中小企業の方が進んでいるのか？⇨技術差ではなく、意思決定の速さと現場主導
・ノウハウ共有は知財リスクがあるのでは？⇨競争／協調を分け、協調領域は対価と制度
付きで形式知化
・経営層の理解をどう進める？⇨技術説明より、成功事例を直接聞くことができる場が有
効
・品質保証は分野別に整理すべき？⇨最終的には必要だが、まずは共通部分を短期で形に
・1年以内の規格化は現実的？⇨先行企業の社内ルールをベースにすれば可能
・AM人材は専門家育成が必要？⇨専門家より、一気通貫で考えられる設計者が鍵
・コストが高い理由は？⇨個社ではなく、市場構造・供給体制の問題
・認知度向上の最短ルートは？⇨広報より、実装事例が自然に共有される環境整備
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今後に向けた示唆(提言)

AM普及拡大に向けた方向性

• 経営層への訴求は
- 技術説明より「成功事例の可視化」

• 中小企業の知見を活かす制度設計
- ノウハウ提供への正当な対価

• 技術基盤整備は
- 品質保証を最優先
- 短期間で成果を出す

AMを「特別な技術」から「使える選択肢」へ
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